






02(小学校) 

 

（６）板書及びワークシート・配布資料（６）板書及びワークシート・配布資料    

 

 

（７）（７）単元単元を通じての成果と課題を通じての成果と課題    

 

・図形についての用語や定義をフラッシュカードにまとめ、声に出して確認した。毎時間の初め

に、前時までの復習を行うことで、用語や定義の定着を図ることができた。【ポイント１】 

 

・「むかい合っている」という言葉を学習するに際して、日常生活や他の教科の中で、「むかい

合う」という言葉を使って、意図的に活動を行ってきた。その結果、この活動を応用して、学

習言語としての「むかい合う」という言葉を理解させることができた。 

 

・本単元では、視覚化の一つとして、具体物の分類や整理、紙を切ったり折ったり動かしたりな

どの具体的な操作活動を行うことを大切にしてきた。具体物に直接触れることで、楽しく意欲

的に学習に臨むことができた。また、「直角」などの概念を、実感をもって理解することがで

きた。 

 

・対象児童を含め、児童の語彙や言語表現が豊かになるように、他の教科も含め、意識的に「話

す」活動をとり入れていかなければならない。 

 

・用語や大切な文を繰り返し声に出して確認することで、学習内容を理解することができる利点

はあるが、授業が単調になってしまい、児童の学習意欲を削ぐことにつながる。児童の学習意

欲を大切にした活動の展開を検討していきたい。 

 

・対象児童が日本語を習得するために、また、学習内容を理解するため、「話す」・「書く」活

動は、どうあるべきか、活動量は十分であるかを考えていきたい。 

【ワンポイントアドバイス】 

【ポイント１】復習の場面について 

授業初めの「フラッシュカード」での用語の確認は効果的です。しかし、その後の授業で対象児

童が発表で使うとき、その用語の本質を理解できているかどうかの判断は難しいです。対象児童の

学習状況に合わせながら、「分かっていること」として流さずに、その都度、図と合わせて確認を

することが必要です。この授業の場合、「直角」「辺」は、すでに習っていますが、授業で児童に

答えさせたいフレーズの中に出てきます。使うことが分かっている用語を重点的に復習すること、

または、出てきた時点で確認することが重要です。また、本時の目標を達成するために、復習させ

ることとのつながりを考える必要があります。 


